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叔父 山本修之助 の著「佐渡 の郷土玩 具」 (佐渡郷土研

究会,昭和48年)の p.20に祖母の作 った紙雛 の写真が出

てい る, ここに日絵 として載せ させていただ く。

叔父 は同書 p.116に,「親戚 の松井 キ ヨ老女 (松井 源

吾祖母 )の作で,江戸風のアネサマであ る。全長22セ ン

チ,綿の入 った髪はそれぞれ勝山,島 田,桃割れ と髪の

結い方 もちがい,髪飾 りもクシ・ コウガイ (婦人のマゲ

にさして飾 りとす る具)をつけてい る。着物 は,昔の千

代紙で江戸趣味あふれ るものである。」 と書いている。

なお,私のこの本 には,今井兼次先生 の礼状がはさん

であ る。

「早速御祖母 さまの作品 “新町紙雛 "の頁をめ くり,そ

の独特 の単純 な造形力 と色調の うるわ しさ, ことに後髪

を大 き く扱 い,そ して後姿の艶めか しさに心曳かれて し

まい ま した。」

芸術 院会員の今井先生にはめていただいて,祖母は幸

せであ る。



本書 を亡 き祖母 に捧 ぐ

私の還暦祝 いに来ていただ いた吉阪先生がその年 の暮

に急逝 された。 63歳 であ った。大変丈夫 な方 だ った の

に。つ くづ く生命 のはかな さを感 じた。それで,今 まで

に方 々に書 いた ものを集 め て「縞一松井源吾還 暦 記 念

一」を出版 した。

本の題を「縞」 としたのは,私の研究が光弾性や モア

レを使 って縞 で表 されるものが多いか らである。

その翌年, ど うい うものか方 々から雑文を数多 くたの

まれた。それ らを集 めて一 そ の 2-を 出す こ とに な っ

た。以後は何 とな く毎年 出す ことになって しまった。 こ

れで一その 7-で ある。

前に 日経 アーキテクチュアの記者は, この「縞」 を研

究室の機関誌 と書 いた。 (昭 和 56年 8月 29日 号)今度 ,

尾 島俊雄 さんの書 かれた「 東 京21世紀 の構 図」 (NHK

ブ ックス)の 中 で は,私 の 自叙伝 とな って い る。機 関

誌 , 自叙伝 , どち らも気が引 ける次第である。昔話 と雑

談集位に思 っている。

ず っと続 けて行 きたい と思 っているが,いつ まで続 く

ことであろ うか。

昭和 62年 1月
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1 ボイ ドラーメン雑話

―
浅陥  「技報」 (昭和61年 8月 )―

薄鉄板の円筒型枠を埋め込んで中空部 を作る現場打ち鉄筋 コンク リー トス ラ

ブを筆者がは じめて実施 してか ら20年余 りになる。小梁 なしで長 スパ ンがかけ

られ るとい うことで方 々で使われ るよ うになった。数年前に聞いた ところでは

1万件以上の建物に用い られているとの事であった。

このスラブのことを誰が名づけたのか「 ボイ ドス ラブ」 といわれ るよ うにな

り,鉄筋 コンク リー トの学会規準 に もそ う記 され て いた。Voidと い うの は

「無 い」 とい うよ うな意味で,ス ラブな しとい うよ うで変だ といわれた。菊竹

清訓氏 と,その頃 よくこのスラブを使 っていたので彼 に考えてもらって「中空

スラブ」 とい うことに した。以後私 の書 いた ものはすべてこれで統一 している

が,通称 は,やは リボイ ドスラブなのである。

何年 か前 に,工場生産 の Hollow slabの 委員会 が 出来た。その名前 が「穴

あ きス ラブ委員会」 なのである。 Honow slabは「 あな」がつ きぬけている。

孔 とすべ きで穴ではないのではないか と聞いた ら,当用漢字に穴 はあるが孔は

ないのだ とい うことである。辞書に よる と「穴は底あるアナ,孔は打抜 けた る

アナ」 となってい る。 こんな場合 は ひ らがなで「 あなあ き」 とすべ きで あ ろ

う。 ともか く吾 々のスラプの「あな」 は両方閉 じているか ら,孔で も穴で もな

く「 中空」であるべ きと思 うのであ る。

しか し,二 ,三年前,建築雑誌 に も紹介 された アメ リカの例は,吾 々の と全

く同 じ円筒型枠埋め込み現場打ち ス ラ ブで,そ の説 明 に Voided Slabと な っ

ていた。 これを略 した もの と考 えればボイ ドスラブで もいいのではないか, と

も思 っている。
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中空スラブは垂直荷重に効かすのが 目的であるが, スラブ厚が大 きく, また

鉄筋の短期は長期の50%増 しの許容応力である。 これ らを考 えると地震時にも

効かせ ることが考 えられる。す なわち,中空 スラブを平たい梁 と考 え,壁 を厚

くして平たい柱 とし,両者で ラーメンを構成 させて地震時に も抵抗 させ るので

ある。通称,ボ イ ドラーメンとよばれているものである。長手方向には壁がな

いのです っき りす る。

「浅川テラスハ ウス」 (菊竹清訓設計,「建築文化」昭39.10。 )がその最初の例

である。図 1はその平面 と断面で図 2はその伏図である。矢印の よ うにボイ ド

の方向は長手である。図 3は梁 としている中空 スラブの配筋である。壁は厚 さ

30cmの 中実で,縦筋は 2階 13φ , 1階 16φ 15cm o.c.,地 階 16φ 10cm o.c.で ,

それぞれ ダブル配筋,横筋はすべて 9φ25cm o.c.グ ブルである。壁 にもボイ

ドを入れ ることは有利でない。 ス ラブの場合は 自重はそのまま長期荷重 として

スラブの曲げに影響す るが,壁の 自重はそのまま影響す るのは基礎 にだけであ

って,地震には 自重の何割か しか影響 しない。中空管の値段 は,そ れ と同 じ体

積の コンク リー トより高いのであ る。従 って軽 くなった ことによ り鉄筋が減 ら

なければ意味がない。

また, コンク リー トは硬化前 は流体であ って,壁の場合は下部では圧力が大

きく,管がつぶれるおそれがあ る。

5υ  l

8

図 1   0浅 川テラスハウス平面図

押 入 台所

2,650 2,7
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同 左

その後,間 日の小 さい商店 な どで, 1ス パ ンのものが, このボイ ドラーメン

が便利で よ く使われるよ うになった。

ある学校建築で,こ の方法 を採用す るとい うので相談 を受けた。 4階建で ,

スパ ンは10mを超 えていた。 ボ イ ドラーメンは,薄い板 の接合 であ るか ら接

合部の断面が小 さい, この場合,接合部のせん断応力を計算 してみ ると,許容

応力を超 えている。45度の小 さなハンチをつけてもらうことに して,実験 も行

ってその有効性を証明 した。 2階建て位 まではハンチはい らないが 4階建て位

になると必要 なのである。

その後,あ る施工会社の設計施工で 4階建 のボイ ドラーメンの アパー トが雑

誌に出た。 ハ ンチなしであ る。略算 してみ ると,接合部が持たない。



その会社 に電話 した ら,構造担 当者 がす ぐ来 て,な るほ ど接合部が持 た な

い, ど うしよ うとい うことになった。幸 い長手方 向に ブ レキ ャス トの壁 が あ

る, これを建物本体に完全 に固定 させ て, これに長手方向の横力を持たせ るこ

とに した。

今度,住宅 。都市整備公団が 4階建 の アパー トを このボイ ドラーメンで実施

した。 (「 日経 ァーキテクチ ュア」昭和 61年 2月 24日 号 )

好評 なので,こ れか らも実施 して行 きたい,それには構造上の問題がいろい

ろあるので,「梁なし大型床構造集合住宅 の開発研究委員会」 とい うのを公 団

か ら頼 まれ発足 した。私 が委員長であ る。 この構造の接合部は,国士館大の田

中教授,関東学院大の入江教授が,前か らいろいろ実験 されているので,資料

をもらいた く電話 した ら,二人 とも「 ボイ ドラーメンですか」 と。以来, この

委員会 , ボイ ドラーメン委員会 とい うことになった。

公団では, この構造の 5階建てを考 えてお られるよ うである。 5階建て とも

なると固有周期が大 きくな り,つ ま りゆれやす くなる。 ど うして も長手方 向に

壁がほ しくなるのである。

私 は中野駅前の 4階建 のアパー トの 4階に10年程住んだ ことがあるが,エ レ

ベーターな しの 4階 とい うのは仲々つ らいものである。酔 って帰った時な どは

特 に。

前記 の 日経 ァーキテクチ ュアは,「夢 ではない30cm厚 の壁 と床,庶民の家ヘ

導入」 と,ぜいた くらしく書いている。本 当のぜいた くは 2階か 3階建 にす る

こと
‐で`|ま ないか と思 う。 これヤま 「夢」

‐で`あろ うか。

走ヨ言己1.

中野駅前 のアパー トに入 ったのは昭和 27年の秋で,は じめは弟の昭夫 と,あ

とは弟の潔 と一緒で,約 10年間住んだ。都の住宅公社の もので家賃が4,000円 ,

都営 アパ ー トの倍であった。

大学 の給料は15,000円 位で入居資格が な く,弟に父が送金す るとい う証明書

を佐渡 の真野町長か ら書いて もらって資格 が得 られた。 それか ら抽選でや っと
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入れたのである。

保証人は内藤多仲先生になって もらった。当時先生 は駅前の三菱銀行の設計

に関係 されていたので,一度アパ ー トの入 口まで来 られた ことがあ る。 6畳 と

4畳半 のアパー トだか ら入 口で全部わ か って しま う。「小堀 もこ うい うところ

へ入 りたが っているんだが」 とお っしゃったものであ る。

この アパー ト今 も30年前 と全 く同 じで,古びた まま建 っている。

撻ヨ言已2.

ボイ ドラーメン接合部でのハンチの効果 について,国士館大の榎 田君 に光弾

性をや って もらったので ここに載せ ることにする。

中間 スパンの十文字型の もの と,終端 スパンのT字型のものにつ いて,それ

ぞれ,ハ ンチのない もの,ハ ンチの小 さい もの,大 きい ものについて行 ってい

る。

∽
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● ▲ 実験僣 (P‐ 1. 5kg,板 厚 ‐0. 602cm)

●   計算僣

図 -1 +字 型機台部 (ハ ンチ輻 0. OCm)
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L__二重___」



P

1. ポイドラーメン雑話  9

● ▲ 実験●(PⅢ l.5kg,崚好‐0.602cm)

ヽ

10

■

■  1

P

ロー2 +字型接合部〈′ヽンチ輻0.5Cm)

Lユユ上____上ユ_____工 l



10

P

10

ヽ ヽ

● ▲ 実験値 (P… 1 5k8, &ts-0. 602cm)

P

ts-3 +?zd,*egB (/'YiEl. o cm)

需

『

=″
:カ

ー =「
……弔

西
伊

‐●

‐
　

‐

‐

ト

ト

‐



1. ボイ ドラーメン雑話  11

P

亀 10

10

ち

● ▲ 実験値 (P‐ 1. 5kg,板厚‐0. 6 0 5 cin)

P

図 -4 T字 型接合部 (ツ ンヽチ幅 0.Oc]n)

L____Lと __」



12

P

L

10

0 ▲ 実験値 (P‐ 1. 5kg,板 厚 ‐0.605cm

P

L__1.2 __上 』亜劃

図-5 T字 型撥合部 〈′ヽンチ幅0. 5cm)

」L
罐pl｀



P

1. ポイドラーメン雑話 13

10
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接合部の最大せん断応力は,ハ ンチがつ くことによって減少 してお り,その

効果が認め られ る。

面白い ことに接合部の最大応力の起 る点は,梁成の中心線の延長上 にあるこ

とである。 この ことについては, フー リエ級数を用いた二次元弾性論で説明す

るつ もりである。



`乙ヽ 台湾での講演

この夏休みに机の引出 しを整理 して いた ら, 8年前の台湾行 きの書類や写真

が出て きた。

大学 の三年先輩の林慶豊氏か ら台北へ講演に来ないか といわれたのは昭和52

年であ った。パスポー トが間に合わず,出かけたのは翌53年の 9月 である。パ

スポー トによれば 9月 29日 出国,10月 1日 帰国 とな っている。当時,曲線梁 に

熱中 していたので,そ の話をした。通訳 は東大へ留学 した ことのあ る済氏であ

った。 ち ょっと打合せただけで充分理解 されたようである。年輩 の方 々は両 国

語がおわか りなので,今 日の講演は通訳 の方が うまか った と評 された。

私 と大学 同期の李孝存君に久 しぶ りに会 った。帰る前の晩は彼の一家 と食事

を した。普段は一緒に住 んでないのだそ うだが,その晩は子供 さん,お孫 さん

全員そろって大歓迎を して くれた。李君,大変元気だ ったのに,数年後亡 くな

られた。

先輩 の林 さんは,涼 しそ うな夏の中国服を着てお られた。李君に聞いた らデ

パー トで売 っているよとの事で買 って帰 った。腕 ま くりをす るよ うになってい

て,冷房 のあるところ,ないところで大変便利で,以来毎夏愛用 している。夏

になる と李君を思い出すのである。

―
 (昭和61年 9月 )一
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十■民囲
主隼ふ合

會員通訊
中華民国六十七年十月

建 築 學 術 活 動 報 導

主題 :曲線梁設計之理論奥責際(幻燈説明 )

網要 :0概設  け理論  0正 多角形

"季
版 (Flat Shb)  ω情園

●懸僣邊縁部分

0複境界塩力之探討

(COnlpleX bOundary COnditiOn)

時間 :民國六十七年ノ1月 二十九日(星期五)下午三

時起至五時。

地貼 :台北市長安東路一段信手大槙七模 (台北市建

築師公會會議室 )

主識人 :工學博士松井源吾教授。

學歴 :早稽田大學研究所 工ヽ學博士

緩歴 :東大生産技術研究員 早ヽ大教授

日本建築學會學術理事 早ヽ大理工學

部建築系系主任

奨賞 :日 本建築學會奨 大ヽ限學術奨

著作 :建築構造學大系「 材料力學」

(彰國駐)1%7年

作品

主持人:陳文詳先生 ホヽ慶豊先生。

翻 課 :滋願得先生。

内 容 :
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「 中空スラブ構造 」

(彰國穫 )1969年
建築構造計算入門

(彰園祗 )192年
建築構造力學入門

(彰國祗 )1973年
建築叢書「 構造計劃 」

(明現砒 )1974年
早大浬工學部校舎 (安東勝男他 )

1967年

萬國博覧會博覺塔 (菊竹清訓 )

1969年

般之科學舘   (三 橋千悟 )

1974`竿

扁岡銀行紀行  (黒川紀章 )

1975年

國立民族博物館 (黒川紀章 )

1977年
等1之結構設計

^´ 1～
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3。 私の学位論文の頃

―
 (昭和61年 7月 )一

精 木紀男君 と田中輝 明君が学位論文 を提 出,先 日の教室 の公聴会 を通過 し

た。近 く塚越勇君が提 出す る予定であ る。何だか, どっと出て来 るのは,私の

定年近 しを意識 しての ことであろ うか。

私 が学位論文を提 出 したのは昭和 34年の秋で, この年が旧制度最後 の年であ

る。新制度になると旧制 の人は試験 を受けなければな らない,大変だ とい うの

で,出 しお くれていた連中が どっと出 した。ポツダム博士 といわれた ものであ

る。

私 の論文受理の教授会 (当 人は受理 の時 も判定の時 も出席 しない)の 時,主

査 の鶴 田先生が沖縄 に出張 されてお り,台風で飛行機 が飛ばず欠席 された。主

査 が本人の経歴な どを説明す るのであ る。当時の理工学部長は電気の高木純一

先生 で,「御存知 の松井君です」の一言で,受理が きまった とい うことであ っ

′こ。

箱根の宿で,一泊二 日で審査 していただいた。

判定の時の教授会 は夜 になった。私 は新宿の「馬上盃」で,木村幸一郎先生

を待 っていた。その頃は毎晩先生 と馬上盃で飲んだ ものである。先生が大分お

そ くな って来 られて,「おいきまった よ」 といわれては っとした。その時 ち ょ

うど馬上盃の社長 の安 田 さんがお られて, とな りの ホテルに部屋 を用意 しま

す,祝杯をあげまし ょうとの事。その部屋に行 くと,女中 さん達が次 々 とお祝

いに来 る。木村先生 が「お前人気 あ るな」 と。先生 が教授会の話 を されだす

と,一人へ り二人へ りで誰 も居 な くな った。安田さん も居な くな り先生 と二人

だけ となって しまった。その頃,あ る映画の女優 さん との話があった。先生の



3. 私の学位論文の頃 21

「 きまった」を安田さんはその ことと思 ったのである。彼女達,学位 な ど全然

関心がないのである。先 生 と,それに気がつ き,二人で大笑 いした。

「学位記」 は総長室で大浜総長か ら手渡 された。定期的 な ことでな く,学内全

体で 10人位 になると授与式があった よ うである。その時,事務の人か ら,卒業

証書 も渡 されてびっ くりした。 (卒業式 は鳥取地震の調査 に行 き出 られ なか っ

た。同級生 も大半軍隊 に入 っていて出 られなかったはずであるが,復員後 もら

いに来た らしい。)卒業 して17年 であ る。 ちゃん と保管 されていた こと,私が

まだ もらってないことを知 っていた こと,本当に思い もかけず,感激 した。学

位記 よ りは, この卒業証書 の方がず っと大 きく立派であ った。 この文を書 くの

で,家中 さが したが, どち らも見つか らなかった。

昔,内藤多仲先生が,御 自分の学位論文の審査報告書 を持 って来 られ,「 こ

うい うものが見つか った よ」 と私に示 された ことがあ る。今度の内藤先生の記

念文集に,それを載せた い と思 ったのであるが,膨大 な文書の中か らさがすの

は無理だ とい うことで断念 した。

この章 の終 りに,私の学位論文の審査報告書を載せ る ことにす る。 (建築学

担当)と か (数学担当)と かは現在は書かない。当時はそ うい う習慣だ ったの

か,私の場合だけなのか,わからない。

私の学位の弟子達 のお祝 いは馬上盃 の三階であった。 20人位集 って くれ,時

計を もらった。 6万円の スイス製であ った。

追記 (9月 10日 ) この夏佐渡へ帰 った ら「学位記」 は額 に入れ られ応接間

の壁 にかけ られてあった。
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松井 源吾 学位 論 文 審 査 要 旨

論文  鉄筋コンクリー ト壁体の剪断抵抗に関する研究

提 出者 松 井 源 吾

鉄筋 コンク リー ト構造又 は鉄骨鉄筋 ヨンク リー ト構造 の建物 において ,

鉄筋 ヨンク リー ト造の壁体 が地震叉 は風圧等 の横力 に よつて生 す る剪断カ

に対 して きわ めて有効 に抵抗 す るこごは ,内 藤多仲 博士 が指 摘 されて以来

広 く認識 され ,多 くの研究者 に よつて研究 が行 なわれてい る。叉実際の設

計において も通常 の建物 で は耐震壁 が地震 の総 剪断力の ]/2～ 2′ん を分

担 し残 りの ■/2～ ■/3を 架構 に分担 させ る設計が多 い。

しか るに従来 の多 くの研究 は ,主 ビ して変位 を基 に して架構 に対 す る壁

体 の剛性比 率 (横力分 布係数 )を 求 める こどを目的 としてお り`壁体 の強

度について の組織的研究 は少 な く ,配筋方 法 ビ強度 どの関係 については殆

んざ明 らか に されていない状態 であつた。

本研究 は ,壁体 において開 日の有無或 は大 小等 に よる種々の場合 の配筋

方法 ビ強度 どの関係 を明 らか に し,壁体 の部分 的破壊 を さけ ,全体 ごして

大 きな変形 まで抵抗 させ るよ うに ,設計 を合理 的 な らしめるこごを目的 ご

している。

本論文 は ,無開 口壁 の場 合 ご開 口壁 の場 合の 2篇 に大別 レ ,9章 よ り成

― ■ ―
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つ て い る。

第ユ篇 無開口璧 の剪断抵抗

第 ■章 においては ,弾性範囲内の鉄筋 コンク リー ト壁体 の剪断低抗 を

理論的に考察 している。

異物質 を含 む弾性体が剪断をうける場合の応力函数 を複素函数で表 わ

し ,之 を鉄筋 コンク リー トの場合に適用 して解 き ,剪 断応 力の分 布状態

を求 めている。 その結果 ごして鉄筋の存在 に よ り応 力のみだ れが生す る

が ,之 は局部 的であつて全体 ごしての剪断抵抗 は無筋 の場合 ご殆んざ等

しい こどを証明 している。 この こごは従来実験結果 の推定 に より経験的

に鉄筋 コンク リー ト壁体 の剪断弾性係数 ざして コンタ リー トのみの剪断

弾性係数 を用いていた こごについて ,初 めて理論的根拠 を与 えた もので

あ る。

叉鉄筋 が接近 した場合の影響 については ,双 極座標 を用いて解 き ,剪

断面に平行 して並ぶ時は最大剪断応力度が増大 するが鉄筋間隔が直径 の

3倍以上であれば その影響 は殆んざ無視出来 るこビを指摘 している。

第 2章及 び第 3章 は ,鉄筋 コンク リー ト模型 による実験的研究であつ

て ,従来 の実験方法は曲 げ ご剪断が混在 して剪断のみによる変形 お よび

強度の判定 に困難であつたのに対 し,著者 は対角 線方向 より加力する方

法を創案 し,之によ り剪断のみに対する性状 の解明 に成功 している。

-2-
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第 2章 におい て は ,架構附 き壁体 の実験 に よ り ,通常 の架構程 度 の拘

束 を うけ る壁体 は剪断 に よる引 張 り亀裂 で破 表 す る こ どを確 めてい る。

叉最初 の亀裂 が起 る時 の荷 重 は鉄筋 量 には無関 係 で あ るが ,亀裂 が大 ご

なつて壁全体 が降 伏 す る時 の荷 宣 は鉄 筋量 の増加 に比例 しτ大 ピな り ,

その強 さは鉄筋 のみ の降伏強 さよ りや や大 であつ て ヨンク リー トの引 張

り強 さの約 ン仏 が なお抵抗 して い るこ こを明 らか に してい る。

第 3章 は外 よ りの拘束 が一 層大 な る場合 ご して壁 体 の四周 を四隅 ピン

の剛 な鉄 枠 にポ′ント締 め して行つ た剪断実 験 の結 果 をのべた もので あ る

之 は他 の壁体 にか こまれた場合 に相 当 し ,破 震 は ヨ ンク リー トの滑 りに

よる剥 脱 で あつ て ,通常 の壁体 の鉄 筋量 (0.3%)以 下 で は鉄筋 量 に

関係 な くコンク リー ト引張 り強 度 の 3倍位 の抵抗 で あ るこ ごを示 してい

る。

第 4章 にお い ては ,拘束 が変形 で な く外 力 ご して与 えられた場 合 ,即

ち剪断 ビ圧縮 を種 々の比率 で受 け る場 合 を対象 ピ して ,‐一方 向引 張 り之

に直 交方 向 に圧縮 す る組合応 力状 態 の鉄筋 コンク リー ト壁体 の強 度 を実

験 的 に研究 してい る。 この結果 剪断応 カ ビ同程 度 の圧縮応 力 に相 当 す る

拘束 で は引張 り亀裂 に よる破療 で あ る こどを明 らか に してい る。

第 2篇 開口生 の剪断抵抗

第 5章は ,中央 に開口を有 する架構内壁体が剪断力 をうける場合につ

-3-
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いて ,二次元の弾性体 ピして理論的解法 を行つた ものである。之に よ り

応方か ら配筋方法 を ,変位 か ら剛性 を研究 してい る。ついで第 6章 にお

いて光弾性実験 によ り第 5章の理論解 の妥当性 を確 めている。

之 らの結果 によれば ,開 日のある壁 の剪断応力 の分 布は一様でな く ,

最大剪断応力度の平均応 力度 に対 する割合 (集 中率 )は開口率 に比例 し

て大 ビなるこどを明 らか に し,現行 の設計基 準においては平均応力 を使

用 してい るが ,之 は危険側の誤差が あ るこどを指摘 している。

叉斜 めの引張 り応力 は開日の隅で最大 であ り ,開 回の隅か ら壁内部 に

入 るに従 つて減少 し ,壁の隅 に到 るこか えつて圧縮応力 どなつてい る。

その減少 の割合 は開 回の小なる場合 には急激 であ り,大 なる場合 には緩

漫であ る。開口隅部 の補強量 については ′開 日の小 なる場合現行基準で

ほぼ正 しく,大 なる場合 は危険側 の誤差 があ り ,開 口隅 よ りやや内部 に

入つた部分 に も夏 に多少の補強 を必要 ごするこごをのべ ,そ の補強量 を

算出 している。

開 口周縁の配筋方法 については ,現 行規 準は引張 り力が周縁 に集 中 す

るどの仮定 によ り算出 しているが ,引 張 り力の中心には開口周縁 よ り璧 巾

の約 ■/3程度内部 にあるか ら現行規 準の約 ■.5倍の鉄筋量 を周縁及 び

その内側 に配筋 すべ きこどを示 してい る。

叉開 口のある壁の変位 はボアンン比 に関係 するが ,開 口率 による剛性

の低下率 は ,ボ アン ン比 の差異 による影響 ほ非常 に小 さいこどをのべて

-4-
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いる。 この ここは従来鉄筋 ヨンク リー ト開 口壁の横 力分 布係数 を求 める

場合に 3ゴ ム模型 による実験 を行つてい るここの妥当性 を証明 した もの

である。

第 7章においては ,鉄筋 ヨンク リ‐卜模型実験 によ り,開 日の隅に対

する補強 は斜 め補強筋が有効であ り,地震の如 き大 きな繰 り返 し外力 を

うける時 は その長 さは相 当長い必要があるここを明 らかに してい る。

第 3章は最近各地 におい て行なわれてい る架構のない壁だけの構造 ,

即 ち壁式構造 における開 日の影響 につしヽての光弾性実験 による研究 をの

べた ものである。

この構造方式では ,開 日 ご開口この間 にある壁が梁叉 は柱 ざして働 き ,

夫々便宜壁梁 ,壁柱 ご名づけているが ,壁柱の剪断力分担の割合は ,中

側の壁柱 が外側の壁柱 に比べて非常に大 きく ,通常 の ものでは中側螢柱

の最大剪断応力度は `全璧柱断面積 についての平均剪断応力度の約 2.5

倍であ り ,特に階段室 の如 く高 さの くいちがつた開日のあ る附近では夏

に大 きく3倍以上 に も達 するこどを示 し ,現行壁式構造規 準の壁量算定

の基本仮定 である 2倍 は過小であるこどを指摘 してい る。

しか し ,開 口隅の斜 め引張 り力 に対 する補強は現行 の規 準で充分安全

であつて ,必要量のほぼ 2倍 であるこどを示 している。

第 9章 においては ,開 口のある壁はヨンク リー トの収縮 によつて も応 ′

力の集中が起 ることを第 5章 ピ同様の方法で解 き `開 口周縁お よび隅 :r

-5-
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補強 すべ き鉄筋量 を算出 し,剪 断補強以外 に も之 に よる補強 が また必要

であるこごをのべてい る。

以上 を1総括す るこ ,耐震性 を特 に重視 しなければ な らない我国の建築

物 において ,耐震 構造上多大 の効果 を持つ耐震壁 に関 し ,従来 の比較的

小規模 な実験 による類推 ご経験 ごか ら行われて きた使宜的 な設計方法に

対 し ,本論文 は ,開 口の有無 ,大小の各種の鉄筋 コンク リー ト壁体 につ

いて ,夫等の剪断抵抗機構につ き組織的な研究 を行つた もので ,困 難 な

理論的解析 を行い ,併 せて ,対角線方向 よ り加 力する とい う巧妙な方法

を創案 す るこどによ り,剪 断力のみに関 する性状 の解明に成功 し ,理論

解 に対 する宇験上 の裏付 けを行つて ,確然たる設計上 の根拠 を与 えるご

共 に合理的な配筋方法 を提案 してい るここは ,耐震設計技術 の進展 に寄

与 す るどころ少 な くない もの ご言い うる。

よつて著者 は工学 博士の単位 を受 ける資格 あ るもの ご認 める。

昭和 54年 ■■月  日

主査委員

早稲田大学教授 工学博士 鶴 田   明 (建築学担当 )

早稲田大学教授 工学博士 竹 内 盛 雄 (建築学担当 )

早稲田大学教授 重重署菫 佐 藤 常 三 (数学 担当 )

-6-



4 多摩美 との40年

先般多摩美 か ら「多摩美術大学50年史」 とい う

のが送 られ て きた。 1日 教員 とい うこ とであろ う

か。

私が多摩造形芸術専門学校建築科の講師 となっ

たのは昭和 22年である。 もう40年前 になる。当時

私は大学院学生であ った。今井兼次先生の推薦 に

よるものであ った。当時,理事だ った と思 うが ,

後 に理事長にな られた実質的創立者である村田晴

彦先生がお られたためか と思 う。村田先生は佐渡

中学の先輩であ る。後に ワンマン理事長 といわれ

たのであるが,「50年史」の中で奥野教授は「生

涯のすべてを多摩美術大学 と,新 しい美術教育に

捧げた村田晴彦」 と評 されている。 また今井先生

は創立か ら関係 されてお り,戦災で焼失 した木造

校舎は先生の設計であった。

私の担当は構造力学であった。美術学校の学生

であるか ら,数学や力学に弱い,そ れをいっさい

加減 しない講義だか ら,全然わか らなかった らし

い。 しば らくしてか ら微積分を簡単に説明 しろ と

い う要求が出てが っか りした ものである。学生数

は 4～ 5人 だ ったので大変親 しくなった。月給 日

には全員で渋谷で昼間か ら飲んだ。

―
 (昭和61年 12月 )一

村田晴彦先生
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当時の校舎は,上野毛校舎が焼失のため,溝 ノロの工場 あ とが仮校舎であ っ

た。行 きの電車でよ く倉西正嗣先生 と一緒になった。先生はいつ も論文を読 ん

でお られて感心 した。 (慶応 の工学部が溝 ノロに仮校舎 があ ったため,講師で

行かれたのだ と思 う。)

この講師は,数年で学校 が短大にな り,建築科は廃止 となったためやめた。

「50年史」によれば上野毛の講堂が昭和 33年に建 った と書かれているか ら,そ

の翌年位 か と思 う,村田理事長か ら呼び出された。講堂の壁か ら雨が入 る,ま

た,三階の梁が振動す る,調査 して くれ との事。壁は耐力充分なのだが薄す ぎ

た,二階梁は剛性は少 々小 さいが強度 は充分 と報告 した。 この報告が気に入 っ

たのか どうか,以来,私 に構造を担当 させて くれた。だか ら上野毛校舎は講堂

以外全部私の構造設計である。デザインのほ うは多摩造形芸術専門学校第 3回

卒の若杉 昌也君である。

本館は地上 3階地下 1階の RC造で,直接基礎であ る。 ボー リングに よる と

地盤に傾斜がある,杭打 ちか と迷 った。内藤多仲先生に相談 した。建物は何だ

といわれ るので学校です とい うと,鉛筆が ころがる位の ことだ,杭はやめろ と

の事。そのまま村田先生 に報告。杭打 ちはやめに したが,その後鉛筆が ころが

るとい う報告はない。両親分の判断は間違 ってなかった。

昭和 41年 に実習教室が出来た。 これには私の中空 スラブが採用 された。若杉

君は「50年史」に「柱,梁のないシンプルな空間を構成 し,工期 の短縮,施工

轟臨量鑽・鞠．臨

．』ご「ヽ
」「一一一費「一

目
==

感′■,ご

IIlll::iillt:～

多摩美術大学実習教室パース (「建築文化」昭和39年 10月 号)

■
．
一
・
一
Ｉ
Ｉ



30

の省力化,工事費の低減 な ど,施工上にも多 くの メ リットを持ち,当時の学校

建築のモデル ケースとなった」 と書いている。

昭和43年か ら多摩美は学園紛争である。村 田先生は大変 な苦労 された。私は

同 じ時,早稲 田の建築科主任 だ ったが,一学科 主任で も大変 だ った ものであ

る。

「 50年史」 に よれば昭和44年八王子本館竣工 とある。上野毛で ごた ごた してい

る時に, ど うして八王子の方がスムーズに行 ったのか不思議である。設計は若

杉君で,構造 は私の指導で弟子の田中輝明君が担当 して くれた。図書館 も田中

君の構造で中空 スラブである。

昭和46年に大学に建築科が出来た。主任教授の田中一先生がわ ざわ ざ自宅 ま

で来て くれ,村田先生の希望で是非私に講師を とい う話であ る。 また田中先生

は,当時 よ く売れていた私の「構造計画入門」 を教科書に,構造計画を とい う

のである。そ うい うわけで久 しぶ りに昭和 47年か ら多摩美の講師 とな り,ノ 王ヽ

子校舎へ行 くことになった。 しか し,八王子は本当に遠い,学生数 も多 く,昔

の多摩美ではない,当方 も年を とって しまった。そんなことか ら, この講師 も

3年でやめ,弟子の斉藤欽哉君 に代 って もらった。

村田先生 は大変面倒見の よい方であった。佐渡中学後輩の名畑成進君は,溝

ノロ校舎の守衛をまかされ,守衛室に寝泊 りして多摩美の油画科を卒業 した。

名畑君はその後,染色の学校 を経営 され (東京染色美術学院),校長である。

この学校 も若杉君設計,田中君構造である。 その竣工式には今井先生がお見 え

になった。

昭和 50年 7月 ,村田先生は急逝 された。 72歳 であった。私 は佐渡の先輩で ,

お世話にな った人は,村田先生以外 にはない。「 50年史」を前 に して,生前 の

御交誼を謝 し,御冥福を祈 る。
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名
畑
成
進
校
長

若
杉

昌
也

君

（最

後

列

）

今
井

兼

次
先

生

筆
　
者田

中
輝
明
君

東京染色美術学院竣工 (昭和54年 )



5 内藤先生御 生誕百年記念パー テ イー

開会のあい さつ

一
 (昭和 61年 6月 12日 ,大隈会館)―

まず最初 に1,000人 の方 々か ら合計3,000万 円の御寄附をいただいた こと,深

く感謝いた します。

先生の生誕百年を記念 して何かやろ うとい うことで,一昨年秋構造関係者が

集 り,相談 しました。私が現役の最年長 とい うことで発起人代表 とい うことに

な りました。私 もあ と 4年で定年ですので,早稲 田への最後 の御奉公 とい うこ

とで引受けました。 もっとも,最後ではな くて最初ではないか との声 もあ りま

したが。

記念事業 の第一は,耐震構造 についての記念講演です。小堀鐸二 さんが適任

であるとい うことにな り,お願 い しました。先月 17日 に理工学部の大教室が満

員の盛況で した。講演の概要 は後で述べ ます記念文集に載せ させていただ きま

す。

早稲田建築 Nα18(昭和61年 12月 )よ り

1ヽ
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先月の 8日 の 日曜 日,多摩霊園の先生のお墓参 りを しました。遠 い所,雨の

中を多勢の人にお参 りいただ き感謝 してお ります。

最 もお金のかか ったのは,先生 が大学へ寄附 された内藤邸の修理 と改装で

す。設計は鈴木拘 さんに,施工は清水建設にお願 い しました。今 日,見て来 ま

したが仲 々立派で した。早速「新建築」が取材 に来 ま した。鈴木 さん,仲 々人

気があるんだな と思いました。大学 との交渉は谷 さんが努力 されて, この 4月

1日 付けで正式 に内藤記念館の規則 が きま りました。耐震構造研究の拠点 とな

るべ き規則 となっています。

最後 に文集ですが,「内藤先生 の御生誕百年 を記念 して」 とい う題で,先生

の論文,業績を中心に多 くの方 々か らの御寄稿をいただ き,本来 な らば,本 日

お渡 しすべ きところ,原稿の集 りがお くれて,ま だ出来ていませ ん。来 月位 に

はお送 り出来 るか と思 っています。誠 に申しわけあ りません。

いろいろ,御協力,本当にあ りが とうございました。

内藤多仲博士記念館 (日 経アーキテクチュア 昭和61年 8月 11日 号より)
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記念館前の旧内藤事務所 (木造平

屋, この建物も修復 した)に て田

中弥寿雄 さんと (鈴木拘氏より)
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大限会館

明
石
先
生

武
藤
先
生

大
崎
さ
ん

瀬
谷
さ
ん

小
堀
さ
ん(竹村興太郎 さんより)



6 蛭田賞について

―
 (昭和62年 1月 )一

蛭 田捨太郎先生が亡 くな られたのは昭和 52年であるか ら,今年で10年 とい う

ことになる。

先 日,田 中輝明君 と,蛭田事務所関係者で,こ の夏追悼 の会をやろ うか, と

話 した。

先生が早稲 田の講師を定年御退職 されたのは昭和51年である。その前の年 ,

私 と田中君が発起人代表で,記念事業 として,蛭田賞の設定を企画 した。

先生が,工手学校,高等工学校 と夜学 で学ばれた ことか ら,夜学である早稲

田大学産業技術専修学校 の優等生に蛭 田賞を贈 るものである。

賞 は文鎮で,純銀,菊竹清訓氏がデザ インして くれた。44個作 り大学へ寄附

当初 は,建築科の優等生だけに贈 るつ も りであったが,三田校長の希望 もあ

って,各科 (当時 4科)のすべての優等生 に与 えることになった。

その後,産業技術専修学校は,早稲 田大学専門学校 と名称が変 り,科 も増 し

′こ。

谷校長 か ら,蛭田賞がな くなるとい う話があった。 また,記念事業 とい うわ

けに も行かず,私 と田中君が,それぞれ48万 円ずつ出 して,20個追加寄附を し
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た。前の ときは 1個 3万円であ ったが今度は同 じものが 4万8,000円であ った。

今度は,建築科の構造成績最優秀 の人にとい うことに してもらったので,毎

年一人である,当分続 くことにな った。

蛭

田

先

生

御

退

職

記

念

事

業

会

趣

意

書

謹
啓
　
時
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す
御
隆
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慶
び
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し
上
げ
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す
。
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四
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と
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築
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蛭田先生 を囲む会

(昭和51年 3月 12日  大限会館 )
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同二次会 高田牧舎
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第 1条

第 2条

第3条

第4条

第5条

第 6条
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妻Fヨ■■ ねた

新 ‐ 蛭 田 賞 規 定

昭和59年 11月 15日 制定

新 。蛭田賞設定の趣旨
早稲田大学専門学校は、早稲田大学教授 松 井 源 吾、国士館大学
教授 田 中 輝 明両氏の寄付金 く注 1〉 に基づく指定寄付により、
新・蛭田賞を設ける。
新 。蛭田賞は、正賞 (賞状)及び副賞 (銀製文鎮)〈注 2〉 とする。
注 1 この寄付金は、早稲田大学教授 松 井 源 吾、國士館大学教

授 田 中 輝 明両氏のご厚意により、勤労学生の奨学を意図
して本校に新しく褒賞 (新・ 蛭田賞)を設けることとし、寄付金
により銀製文鎮20個が、本校建築設計科に指定寄付された。

注2 銀製文鎮は、理工学部講師 菊 竹 清 訓氏の意匠による。

新・蛭田賞の授与
建築設計科 (構造コース)当該年度の卒業生 (但 し聴講生を除
ち、学業に精励し、優秀な成果をあげた者の中から、毎年 1名
これに新・ 蛭田賞を授与する。

く)のう
を選考し

1  選考委員会
新・蛭田賞候補者の選考は、建築設計科主任が当たり、本校主任会に諮
る。

2.本校運営委員会は、その推薦を受けて受賞者を決定する。

賞の保管
新 。蛭田賞の授与がすべて完了するまで、本校事務長は副賞 (文鎮)の
保管の責を負う。

記録の保存
受賞者選考の記録、正賞の控え等の選考委員会の記録を明記して永く保
存する。

付則
木規定は、昭和60年 3月 から施行する。

2.新・蛭田賞の授与は、副賞の残存する間を限度とし、その終了をもって
終わる。

3.副賞には授与の年度 。受賞者の氏名を刻印する。但し、その費用は本校
より支出するものとする。 (付図参照)

早 稲 田 大 学



6.蛭田賞について 43

1寸言己

蛭田賞、新・蛭田賞の経緯

蛭田賞は、蛭田捨太郎先生が、生前建築構造の教育研究に払われた永年の功績に

感謝する目的で、先生の理工学部非常勤講師定年を機会に、記念事業会が組織さ

れ、同会は勤労学生の奨学を意図して、昭和51年 3月 12日に制定された。

褒賞の授与は、昭和 51年 3月 卒業生より施行され、昭和59年 3月 を以って終

了した。

新・ 蛭田賞は、蛭田賞の終了に伴い、早稲田大学教授 松 井 源 吾、國士館

大学教授 田 中 輝 明両氏のご厚意 (寄付金)に より新たに設定されること

になった。今後は、両教授のご趣旨に沿い建築設計科の指定寄付とし、昭和59

11月 15日 新規定を制定 した。

早 稲 田 大 学



7。 ハ ラース教授逝去

―
 (昭和61年 5月 )一

ブタベ ス トエ科大学 か ら,ハ ラース教授逝去の通知 を もらった。経歴 を見

て,随分 えらい人だったんだ と思 う。

謹んで,御冥福を祈 る。

ヤ ノシ君の ところへ も同 じ通知が来た とい う。 日本の大学では,こ んなこと

して くれない。

The Hungarian Academy of Scien@s and the TehDiql
University BudaFst announe with gtrt regret tllal

DR. 0TT6 HALASZ,
conesponding member of the Hungarian Aedemy ot Scien-
cs, viE president of the Setion of T.chniel Scien@s of rhe
Hungarian Ac.demy of Scien@s, Den of Faculry of Civil
Engin*ring of Tehnical Univ€mity BudaFst, Prof*or of
Structural Engin@ring and Head of Dcparhent for Slel
Sruclures ol Technical Univ€rsity Budapest, membe. of rhe
Nationar Council of the Hilngarian popular Fronr, honorary
docror ofSt. John's Univercity, member of Ttrhni@l Mehan-
ics Committ@ of the Hungarian Audemy oaS.ien6, memtEr
of lhe Permanent Commit@ of lnternationat Assffiarion for
Bridge and Struclural Enginering,chairman of the HunSarian
Nstional Croup of Inrernational Associarion lor Bridge and
Struclural EsSin*ring, member of the Hungari{n Narional
Commilre of Internarional Congress on tsracture, corr6pond-
ing m€mber of Sructural Stability Rsserch Council, member
of the edirorial board of Acta Technie and P€riodie Poly-
lechnica, owner of sold medal of the Work of Honour and
Memorial Medal of Liberation Jubile

passd away at an age of 59
on l4th February,1985.

PRoE- DR. Os6 H^L{sz was ,nitiator and prcsidenr oa the
Scienlific Committ@ of the Second Regional Collquium otr
"Stabilily ol Stel Struclures". This colloquium is being orga-
nisd now in his memory.
By the death of DR. 0116 HALIsz, Hungariaf, t*hniql sien-
ces and highereducation lost an outstanding rep.esenta(ive.

We pay fibure and r6ret to his memory.

=に

CHNICAL UN!VERSITY BUDAPEST



7. ハラース教授逝去 45

教授はヤノシ君の指導教授である。来 日された時,私が理工学部校舎を案内

した。それが縁で,ヤ ノシ君は松井研 に来 ることになった。彼,今,千代 田化

工 に勤めている。
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8 「 ミッキー」に「カウ」と呼ばれて

―
市橋保雄追悼集「矩燃 えて」 (昭和61年 11月 )一

中学に入 るとす ぐ,同級の市橋君がつけた私 の綽名はカウだ った。彼はて き

ばきした方だ ったか ら,私はのろのろに見 えたのであろ う。それにして も何故

オ ックスではな くカウなのか。英語の リーダーで先に出たのか もしれない。彼

はそれが気 に入 った らしく,卒業 してか らもそ う呼ばれた ものである。

私の弟子が建材会社の新潟支店長になった時,両津市長である市橋君に紹介

した。あいつは仲 々頭がいい と私を評 したので,弟子は中学の時私が成績が良

かったのか と思 った ら,「水泳ばか りや って勉強 しない,五年生の途中で退学

昭和11年 ,新発田,佐渡中学 4年 B組

(前列左より5人 目 市橋君

後列左より5人 目 筆者)
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して受験勉強をはじめた」 と。 カウらしくな く,要領がいい とい うことの よ う

だ。

市民病院の競技設計の審査 をたのまれた。審査員の中で建築屋 は私一人であ

った。病院の間取 りは,医者 に便利か,患者 に便利かです っか り変 って くる。

その ことで議論が果 しない。そ こで私の提案,設計事務所を どこにす るか とい

うことが第一で,間取 りはその後,事務所 と病院側で きめることに しては どう

で しょうか。 5案の うちの一つが飛び抜けて うまい, この事務所 にした ら。全

員一致で きまった。「晩飯 を用意 したのに早 々 と終 った,お前案外要領がいい

な」が市長の感想。 カウに しては,と いいたか ったのであろ う。審査時には も

ちろん事務所名 は伏せてあ る。数 力月た って学会で岡田信一氏に会 った時は じ

めて彼の設計 と聞か された。最高裁判所,警視庁 の設計者 であ る。「 ど うして

佐渡」 と聞いた ら,新潟の仕事があったか らとの事。私の判定は間違 ってなか

った と思 っている。

市橋保雄君 はて きばきとこの世の仕事を立派に終 え,天界 に去 った。

両津市民病院前の筆者 (昭和61年 9月 )
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誕ヨ  言己

備考 に「 昭 8.4。 1新潟県立佐渡中学入学,昭53.7.17両津病院の建設基本

設計 コンペに岡田信一設計事務所が選 ばれ る」 と書かれている。

私の原稿 は「市橋君を偲ぶ」 とい う題であったが, この よ うに変更 されてい

る。中学 同級の福島君が編集委員長で,勝手に変 えた よ うである。私は市橋君

が「 ミッキー」 とい う綽名だった ことは知 らなかった。 しかし,そ ういえば ミ

ッキーマ ウスに似ていた。

原稿でははじめ末尾 に,カ ウは未だにのろのろと野原を さまよっている, と

書いたが消 した。 しか し本音である。中学で成績の よか った連中に対 しては未

だに,チエオクレの劣等感を持 っているのである。

文 中の「私の弟子」 は川鉄建材 の三浦健 司君で,現在 は名古屋支店長で あ

る。



9 築地小劇場の ことな ど

―
 (昭和 61年 10月 )一

吾 々の中学時代 は,下級生 は漱石の「坊 っちゃん」「吾輩 は猫 であ る」 な ど

が よく読 まれ,上級生 にな る と倉田百三の「愛 と認識 との出発」「出家 とその

弟子」が よ く読 まれた。

早稲 田の予科の頃,芝居 をや っている友人が手伝 えとい うので,築地小劇場

へ よく行 った。その学生劇 団は青年劇場 といったが,早稲 田では このほかい く

つか劇団があった。当時築地 小劇場は,新協,新築地,東童 な どが主に使 って

いたが,そ の間に学生劇団 も使 っていたのである。青年劇場の主役をや る人の

名前が倉田地三 とい う人であ る。倉田百三 と一字違 いだけなので聞いた ら息子

だ とい うことであった。その地三 さんがキ ツイ顔の女学生 と話を していた。 ど

こかで見た ことがあるよ うな顔だな と思 った ら,新築地の薄 田研二 さんの娘 さ

ん との事。全 くお父 さんそ っ くりなのである。お二人はお母 さんが同 じ兄妹 と

い うことである。ふ と東京だな と思 った ものである。

東童は従弟の小学生山本研君をつれて よく見た。宮沢賢治の ものをよくや っ

ていた。少年役者に,大泉,小泉がいて有名だ った。大泉滉 は今 も健在だが ,

小泉の方は どうしたのであろ うか。

築地小劇場は後では国民新劇場 とその名前を変えた。その頃には新協,新築

地は解散 していた。文学座 はそれ まで飛行館 でや っていたが,「 ファニー」 の

時か ら, この劇場に進 出 した。

杉村春子は当時映画で老 け役ばか りや っていた。 ところが この芝居では18歳

の娘 ファニーで登場,そ の若 々しいのにはびっくりした。
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文学座,国民新劇場

(昭和15年 12月 )

美
,3

従弟の山本研君は,慶応を出て 日本原子力研究所に勤め, フランス政府の留

学生 と して南仏 の原子 力研究所 に留学 した。その留学 記 (「 日仏工業 技 術 」

Tome14 No.51968)に よれば,原子炉 にパ ニヨルの三部作 の主人公,セ ザ

ール,マ リュースの名前がつけ られている とい うことである。パニヨルは南仏

出身であ る。 さすが フランスだな と思 った。

築地 小劇場 は,木造で500人収容の小 さい小屋で,戦災 で焼失,今 はない。

築地本願寺のす ぐそばにあ った。
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戦後す ぐの頃,銀座の馬上盃では焼酎を飲 ます のでよく通 った。そ こで, も

う女優になっていて,ア ルバ イ トで来ていた薄 田つ ま子 さんに会 った。女学生

の時 よ りはまろや かな顔 にな っていた。以来,切符 を買わ され ることにな っ

た。若 くして (30歳位)亡 くな られた。
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10。   魚占

―
 (昭和61年 7月 )一

佐渡真野町の「広報」 6月 号に鮎漁の写真が載 っている。川の名前が出てな

いが,真野川であろ うか。

昔,小学生の頃,羽茂川で山本成之助叔父のお供で「鮎の石焼 き」を ごちそ

うヤこなっテこことがあ る。

成之助叔父はその著「佐渡のたべ もの」 (佐渡郷土文化 の会,昭和52年)の

p.25に石焼 きについて次のよ うにのべている。

〈佐渡の川の殆ん どすべてに鮎が湖流す るが,水の少 ない川ではサデ (小手。

六尺位 の柄のついた絹糸製の三角網)で之をす くい捕 り,やや大 きな川になる

と投網でかぶせてヤスで突いて捕 る。羽茂川 は鮎 の大 きさと味の鮎で最 も優

広報「まの」第146号

(昭和61年 6月 )よ り
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れ,そ の「鮎の石焼 き」 の珍味は天下 に喧伝 されてい る。之は川原 の平たい一

尺位 の石 の上で 2～ 3時間火をたいた後灰 を払いのけ,そ の熱 した石の上の周

囲を味噌で ドテを築 いて囲み,中へ味淋 を流 し込んで煮立つ中へ鮎を投入れて

煮てたべ ると云 う寸法である。〉

鮎の石焼 きは,その小学生の時の一度 だけであるが,大変 うまか った こと,

鮎 の味 の しみ込んだ囲いの味噌を持 ち帰 り,それを祖母 が大変喜 んだ こ とな

ど, よ く憶 えている。叔父の本の口絵 は石焼 きのカラー写真で,鮎が きれいで

ある。

「 広報」 の写真の漁はサデのようであ る。

戦後す ぐの頃,父が隊長で若い連中が多勢で トラックの荷台に乗 り,外海府

へ鮎漁 に行 ったことがあ る。投網,ヤ スであ った。投網を打つ と,網の 目が見

えると鮎 は石 と石の間に静止する,た いていは横になっている。網の外の鮎 も

網が見 えるとそ うす るのである。その まま網を上げると一匹 も上 って来 ない。

石 と石 の凹みに入ってい るからである。静止 している鮎 をヤスでついて とる。

この時 は石焼 きでな く,大 きなナベに味嗜 と味淋を入れて煮た。 いかに も戦後

である。酒 は ドプロクだ ったろ う。 ど うい うものか鮎が うまかった とい う記憶

がない。 帰 りの トラ ックの運転が乱暴で,崖の多い海府の道が こわか った こと

だけ憶 えている。

昨夏,葉さんの設計の ことで行 った熊本県の山の中,小国町の鮎 の塩焼 きは

うまか った。 また行 きた い と思 っている。



11。 「見える力学」の出版

―
 (昭和 61年 10月 )一

私には光弾性やモアレ法 を用 いた論文が多 い。それ らは構造 の論文であるか

ら,数学や力学 を使 っている。 しか し,画像だけ見ても論文 の意図す るところ

はわかると思 う。数学力学 を出来 るだけ省いて,画像を主 とした本にしてみた

い と思 った。私のつけた題 は「力 と

縞」である。本屋の意見では,そ ん

な題では売れ ません,「見 える力学」

に しましょうとの事。私のつ けた題

は副題にされて しまった。

内容は この 10年間の私の論文 を主

とした ものである。私の研究 自体 ,

あま り役に立つ ものだ とは思 ってい

ない。 したが ってこの本があ ま り売

れ るとは私 も本屋 も思 っていなかっ

′こ。

4月 に初 版 1,000部 出 した ので あ

るが, 7月 に 2版を出す ことになっ

たのには驚 いた。好意的な書評 によ

るものであ ると思 っている。

1)見える力学の書評

「新建築」 と「 日経 アーキ テ クチ

ュア」の書評 を ここに載せ る。

見える力学

松井源吾著

構造というと苦手な建築家も多いと思うが,そ

のおおよそは建築家としてもつかんでおかなけ

ればならない.と くに意欲的なデザインを試み

る場合は,必ず構造的なサポー トが必要になる

また構造設計というと,机上の計算に終始する

が,建築家が油粘土で模型をつくってデザイン

をチェックするように,モ デルに荷重を加え,

応力を目で見る方法もある.

本書「見える力学」は,ガ ラス,セルロイ ド,

エポキシ樹脂など透明材料で模型をつくり,荷

重をかけ,偏光をあてると,応力に応じた縞模

様が見えるという光弾性による構造書である.

とくに白色光をあてて生する色の図形は,力の

流れがファンタスティックというほど魅力的に

美 しく見える.そ して構造計算の分からない者

でも,応力の分布や集中点が一日でわかる.著

者松井源吾博士の構造計算に関わったいくつか

の建物の実例などの解析は,デザィナー建築家

ならばなおのこと,一読ではなくとも一覧する

ことをお薦めしたぃ。         (G)

(■5判 /170頁/3,000円/鹿島出版会 )

新建築61年 6月 号



光弾性モデルで

力の流れを見る

構造設計集団代表取締役

渡辺 邦夫

表題通りまさに “見える力学"であ

る。力を直接見ることはできない。だ

が,構造物が完成した時にその構造形

態を眺めて,こ の建物の力の流れはこ

ういうことだろうと想像して,結果的

に,そ れを頭の中で描くことはできる。

コンクリー トを打設する前の鉄筋の配

置とか,鉄骨の組み上がった架構体な

どでは,よ り鮮明に力の流れをイメー

ジできる。しかしこれらは, こうであ

るはずだという想像の世界でしかない。

本書では,力 の流れを具体的に見る

ことのできる光弾性モデルを多数紹介

している。光弾性は応力に応じて縞が

出るので,力 を視覚的にとらえること

が出来るのである。その縞の分布と次

数を読めば,そ こに発生している応力

度の大きさが分かる。その上, この縞

模様が実に美しい。これを見ていると,

自然界のもつ造形美がおのずと理解で

きる。

著者の松井源吾教授は,周知のよう

に研究者であると同時に,常 に第一線

にたって実践的構造設計に携わってい

る構造家でもある。したがって本書は,

実際の構造物に則してわかり易く光弾

性力学を紹介しており,構造設計実務

者が普段の設計で判断に迷うことの多

11.「 見える力学」の出版 55

い問題についても,明解な分析が行わ

れている。柱 。梁接合部,開日のある

耐力壁,梁のスリープ, トラスの中央

接合部の円板,窓の隅の応力,基礎板

と地盤,様々な形状の平面板の等高線 ,

フラットスラプの支点の配置など,す

ぐに役に立つ実務書でもある。

*      *      *

最近は構造解析にコンピュータが自

由自在に使われている。有限要素法を

活用した応力解析が手軽にできるので,

それに頼りきった設計者が多いが,松

井教授は自序の中で鋭く主張しているc

「構造物を有限な要素に区分する,そ

の仕方に問題がある。応力の急変しそ

うなところは細分するのだが,“ しそう

なところ"と いうのは “判断"である。

著しく急変するところを大きな要素と

してしまうと,そ の要素の平均が (数

値として)出 るのであるから危険側の

誤差になることがある。光弾性はその

点正直で,思ってもいなかったところ

に大きな応力が生じていたりする。誠

に便利で安心のゆく手法である」と。

*      *      *

力の流れに忠実に構造物を作ること

が構造設計の原則である。この原則に

は 2つの側面がある。

その 1つ は,力の流れは目に見えな

いから解析することによって力の流れ

を把握すること。ところが構造物にと

っては必要な解析精度というものがあ

り,や たら細かく解析しても力の流れ

を知る上で意味がない。一方では,構

造物全体に対して大まかな解析精度の
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ままで設計してしまうと,細部の力の

流れを知ることができない。

例えば,梁の開孔周辺,壁・床の開

口周辺の応力分布など,1つ 1つ につ

いて精度の高い解析を行うことは実務

的にはできないので,経験的に設計し

てしまう。建物完成後 トラブルが発生

するのは,た いていこういつた局部的

なところである。本書を見ると,こ う

いう部分はこういった配慮が必要だな,

と一目瞭然である。著者のいう光弾性

実験の意味を十分に理解できる。

もう1つの側面は,力 の流れは人為

的にコントロールできるということで

ある。それが構造設計以前の「構造計

画」の重要さにほかならない。壁に開

口をとる場合でも,そ の配置と大きさ

によって力の流れは自由自在に変化す

る。1枚の大型スラプに補剛リプをど

うつけるかによっても力の流れをコン

トロールできる。「構造計画」次第でカ

の流れを決定できる。

しかし構造方式は無限にあるから,

解析だけでその可能性を探ることには

限度がある。この「構造計画」という

分野でも光弾性とモアレ法は強力な手

法だ。「何をどう作るべきか……」を本

音で随所に発見することができる。

この地球の上に構造物を作ろうとす

る時,な るほど力はこう流れているの

か……,と 改めて理解できる不思議な

本である。

應島出版会 〒 107東京都港区赤坂 6‐ 5‐ 13

(電話 03‐ 582-2251)

日経アーキテクチュア 昭和61年 6月 16日 号

2)見える力学の礼状

この本,方 々に送 った。多 くの人か ら礼状 をいただいた。その中からここに

サルバ ドリー教授,坂先生, ヴォジャンスキー氏の ものを載せ る。

サルバ ドリー教授の礼状の中に Coker教授 が,坂静雄 先生 の礼状の中に辻

二郎博士が記 されている。

今年 5月 の「光弾性 国際 シンポジ ウム (東京 )」 にて ミュンヘ ンエ科大 学

M6nch教授 が,「 ドイ ツ,特 に ミュンヘ ンにおける光弾 性 の発展 の歴史 的考

察」 とい う題 で講演 された。その中に Coker教授,辻二 郎博士 について も述

べ られている。Proceedingsか らその部分を西谷章君に訳 して もらった ものを

続けて載せ る。



Profes6o! Cengo Mareul
Wa6eda Unlverslty
Department of Archltecture
4-170 Ntshlookubu
Shinjuku-ku Tokyo
Japan

Dear Professor U6t6u1l

I v16h to thank you for your lovely book on curved rlbbed
plates and doEes.

AlthouSh I cannot read Japanese, th€ lltustrattons explaln
your hethodoloSy clearly and I wlsh to cof,Aratulate you borh
on your structural ldeaE and your superb phoro-ela6rtclty
technlque. I ras the lasr studenr of professor Coker 1n
London In 1934 and thts 1s one part of you! book on ehlch
I c6n pass Judgesent, Thsnk you aaaln.
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坂静雄先生よりの礼状
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Marlo c. Salvado!1

UCS:c6

サルバ ドリー教授よりの礼状

THE:NTERNAT10NAL SYMPOSiUM ON

PHOTOELASTiC:TY      1986、 Tokyo

光弾性シンポジウム

の名札

G. Matsui
Waseda Univ.

Japan

1910年 以降,英国では Cokerが実際的な工学上 の諸問題 を取 り扱 って研究

を始めていた ことは, よく知 られてい る。 これ よ り前,すでに1902年 頃 には
,

FHonが よ り物理学的な視点にた って,一連の研究を始めていた。両者 の研究

成果:は 1931年 についに名著 “A treatise on Photoelasticity"に ま とめ らオtて

いる。
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1930年頃には,世界的な傾向 として,技術者の関心が光弾性に向け られた。

非常 に多数の出版物 の中か ら,注 目すべ きものをい くつ か図 1にかかげてあ

る。 おそ らく,Cokerと F■onの模範的な著作によって,いかに光弾性が技術

者の手助 け とな りうるかが示 されたのであろ う。模型材料 として,は じめの う

ちは Cokerに よって使われ始めたセル ロイ ドが用 い られ,の ちに他 の プラス

テ ィック材料が用い られていたが, これ らの大いに有効 な材料を使用す ること

によ り,実験が平易で よ り効果的 な もの となった。 また一方で,多分当時すで
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このため に光弾性実験に技術者はより経済的 な見地か ら計算を始めていた し,

の助 けを求めざるを得 なか った。

(中略 )

日本では,そ の当時の光弾性に関す る仕事は辻二郎 とい う傑物 と彼の協力者

達によるところが大 きか った。英語で書かれた著作の うち,1927年 に 日本で発

表 された辻の研究報告 と,英国で発表 された1931年 の報告 , さらにひきつづい

て1933年 にはフェノライ トの性質 に関す る西田の最初 の論文があ った ことを挙

げてお く。 1954年には,辻 と西田,河田の「光弾性実験法」が東京で発行 にな

った。

辻博士の略歴が「 光弾性実験法」 の巻末に次の よ うに記 されている。

大正 12年東京大学工学部卒業,機械工学専攻,理化学研究所副所長を経て同

所名誉研究員,理研計器株式会社社長,東京理科大教授,工学博士,昭和 43年

10月 死去 さる。

た しか,国家公安委員長 も勤め られた よ うに記憶 している。卒業年次か ら考

えると70歳台で亡 くな られたのである。90歳をす ぎて御健在の坂先生には若死

と思われ るのであろ う。

Timoshenkoの 「材料 力学史」 に 日本人で名前 が載 っているの は辻 二 郎博

士唯一人である。

Cokerと F■onの本 は大版で厚い立派な本で,光弾性の写真がほ とん どカラ

ーで きれいであった。大学院の頃, この本で弾性論の勉強を した ものであ る。

戦時中の 日々は, この本 を座右の書 として過 した,なつか しい本である。随分

前に誰 かに貸 して返 って こない, 今は手 もとにない。

ヴォジャンスキー氏か らの礼状は 9月 にとどいた。 ここに長谷川紘氏の訳を

つけて載せ る。
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ANDRE WOGENSCKY

Paris, le 8 septenbre 1986

Ald/FB 4423

lilonsleur le Prcfesseur,

Je tiens a vous rerercier trEs vivement pour I'exenplalre de votre livre
"LA I,IECANIQUE VISIBLE" qui m'a 6t€ remis de votre part.

J'al nontre votre'llvre a plusieurs amis et le compte en parler dans une

orocnaine conference. Votr; conception de la structure du batiment "fuseau"
;e I'tinlversit6 des Arts de Takarazuka lnteresse les techniciens.

Pour Hircschi Hasegawa et pour rci, c'est un honneur que vous ayez publlE ce

prcjet dans votre 'llvre.

Veulllez croire, l4orsieur le Professeur, a m Eonnaissance et a m slmpathie'

1組

“

Ю O日

“

町

ヴォジャンスキー氏から

の礼状

〈ヴォジャンスキー氏か らの礼状の長谷川氏の訳〉

パ リ, 1986年 9月 8日

教 授殿

先生の御著書「見える力学」をお送 りいただ き,たいへんあ りが とうござい

ます。

御本を, さっそ く友人達に見せ ました。 また,次回の私の講演会で,紹介さ

せていただ くつ もりでお ります。宝塚造形芸術大学の紡錘形棟の構造について

のあなたの考 え方は技術家達の関心をひいてお ります。

あなたが,貴著でこの計画について発表 された ことは,長谷川紘 と私に とっ

てたいへん光栄 なことであ ります。

私の感謝 と親愛の情をお受 け くださるよ うお願 い申し上げます。

7:/Fv..7*>z)tY7*-

叫
Ａ
ヘ

Ａ
ハ

∩
ψ



松 丼 源 吾 様

冠省

「画像法による構造力学と構造計画の研究」の論文集をお送りい

ただき、有難う存じました。

先般いただいた「見える力学」を拝見しながら、■兄の多年に亘

る御研究の成果の総集編として貴重な出版であると敬意を表してお

りましたが、今回はその基をなす研究論文をいただき、両書を併せ

て座右に備えておきたいと思います。

今後もこの研究に精進せられますよう判期待申し上げます。

草 々

昭和 61年 10月 22日

武  蔵   精

昭和 61年 10月 16日

旱福田大学理工学部建築学科

絵 丼 凛 吾  様

小 堀 ヨ ニ

拝啓 縮秋の候ますますご健勝のこととお喜び0し 上げます

さて、この度は F画 像法による構造力学と構造計画の研究」論文彙

をご重層疇わり祓にありがとうございました

10年 間に亘る研究成果の足跡を一籠し、内容の深さに感熙いたし

ました

当研究室にて活用させて,｀ ただく所存でございます

ますは、●中をもうましてご出版のお祝いとお礼を申し上げますと

共に、今後―日のご活日、ご発展を祈念申し上げます

敬 具

11.「見える力学」の出版 61

3)論文集 の礼状

「見 える力学」の もとになる,こ の10年間の論文の別刷 を集めて一冊 に し,

「画像法 による構造力学 と構造計画に関す る研究」 と題す る論文集 を作 った。

60冊作 って方 々に送 った。武藤先生 と小堀先生の礼状を ここに載せ る。
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―
 (昭和 61年 10月 )一

1。 わが水泳観戦記

昭和 13年 6月 の三大学対抗水上競技大会のプログラムが見つか ったので次頁

に載せ る。

佐渡中学水泳部の先輩 の市野重治氏 と本間俊夫氏は立教大学 に進学 された。

昭和 13年 とい うと,私が早稲 田に入 った年である。応援 に行 った。市野 さんは

出場 されなか ったが,本間 さんはスタン ドの最前列の私 に声をかけて くれた。

プログラムに私が書 き込んだ ( )内 は着順である。 日大の天野 とい う人が断

然早 く,800mも 400mも 本間 さんは二着 であった。 しか し,最後 の800mリ レ

ーは立教 が勝 ち,ア ンカーは本間 さんであ った。

着順の後の書 き込みはタイムである。秒以下は今のよ うに 2桁でな く 1桁で

ある。同タイムで も着順が違 う。 目の判断によったのである。

このプログ ラムに出ている人達,昭和15年 の東京 オ リンピ ックが中止になら

なければ活躍 されただろ うのに。
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第五回三大睾封抗水上競技大會

主 催

`'｀ 期 日

^場 所

顧 間

日本大學  明治大學 立教大學

昭和十三年六月十二 日午後一時

明 治 耐 宮 外 苑 水 泳 場

日本大學水泳部長  ′水 田 菊 四 良『 i

明治大學水泳部長  成 富  イ言 夫

立教大學水泳部長  l可 音5三:良

`太

15

，
　
　
　
　

，

●
ヽ

・
　
　

・‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．．

谷 俊 茶

橋 蒲 之 介

飛 込 役 員

通 告 員

競技記録員

総   務 建 夫(日 )

、 救 護 員 ■ 日本大學病院詈局員

_武 ‐
雄

・

本   操

~

野'■・議
Ⅲ

ヽ,lヽ  .ヽ  、

青 木 葉
｀
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．
牧
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大
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康
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・
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見

林

池

■
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田
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田
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藤

保ヽ

す

永

外

小

牛

清

藤

茄

言

晰

柄

丸
・
彦

ｉ

大

中

源

本
．問

村
　
藤

坂

新

栗

蒸

郎

彦

樹

稔

彦

二

達

晴

宣

¨
義

ｊ

ヽ
橋

出́

川

田
正

一

‥

三

小

前
・
川

小

・

端
: r:

萬(立 )

野

)  .｀
   l

競  技  役 __員

_審 手」 長 ・ 田 畑 政 治 ´

山

幸 成 11::

一清 =吾
‐_

根 泰

横 ・尾
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日本記録 2分 1場

" 
遊 佐 正  憲

世界記録 2分07秒2(短 水路)メ デイカ(米 )

1馬  場.止 (日 )着順

“

〕

日本記録 %XO秒 4 葉 室 銭 夫

世界記録 2分3寄孵 (短 2К路)ケ ージレー(米 )

1加 藤 倭 夫(立)着 順

2ロ  ロ  費(日 )ド′フ .
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松
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田

島
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原

待
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山

高

金

山

柴

細

野

大
　
　
　
　
　
大

明

　

　

　

日

日本記録 4分45秒2 根 上  博

世界記録 4分

“

秒7(短 水路)メ デイカ(米 )

6)200米不泳

正

茂

鐵

3時

針却 5分

2時20分

2時30分

5)200米 自由形

7)飛板飛込

8)400米 自由形

9『1 屋  桂(立 )

(補快)原 保 夫(日 )

3鵜 藤 俊 千(立 )

4李  野  売 (日 )

5中 島 利 生 (明 )

6田  ロ エ 治(立)

7佐 々 木  猛 (日 )

8大 城 戸 繁 夫 (明 )

9新 井 茂 雄(立)

(補鋏)栗 原  徹 (日 )

岩 切  主(立 )

tl,
is)

e)2.1t'{
tr) 2.1 S,?

O2 2,1t7.9

保 (明 )

穂(立)

夫 (日 )

務 (明 )
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 ()
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日本記録 3分2∝郷

日 本 (吉田。小池.遊佐 )

0明 治 大 學
′ 藤 堂 友 生(背) 山 口 工 保(千)

,・

`大

城 戸 繁 夫(自 ) 小  泉 _ ―(背 )

野  田  務(李) 中 島 利 生(自 )

立 秋 大 學

坂 本 的 一(背)大 浦 誠 一 郎(千 )

井 茂 雄(自 ) 門  屋  桂 (背 )

山 茂 穂(李)田 ロ エ 治(自 )

日本記録 9分

“

移3牧

t世界記録 ら、晩
“
 牧 |

1本 間 悛 夫(立)着順(2,
2菓  原  徹(日 )  (3'

i桑ど 短 l曇》

日本記録 1分07秒2 清  りIl 正 三

世界記録 1分0場熔(短水路 )キ ーフアー(米)

■小  泉   ―(明 )着 順     
‐

_

2谷 口 利 弘(日 ) イノ ′・ ′′。
`

3坂 本 的 ―(立)`2′ ′。/C`′

4山  田  薫 (明 )        _
5鷺 谷 光 明(日 )の

'′
」峰 '1

6千  賀   孟(立)

7藤 堂 友 生(明 )

3河 野 通 廣(日 )で

'

1時

2)300米 メドン‐

1時 25分3)800米 自由形

1時50分

1時10分

5

"

1)入 場 式

`」

,1● t● 1・・
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日
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．
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7本 田 惣 一 郎(立)

3越 戸 優 一(日 )

9豊  島 `吉 蔵 (明 )

(補鋏)岩 切  主(立)

馬 場  上 (日 )

本 大 學

口 利 弘 (背 )

々 木  猛 (自 )
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⑪
０
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明
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光
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竜 が
界記録 66秘

“

水路)フ イツタ(米)
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==■

―彦〔日)着鳴″
2鶴  岡  ―楽(立)●フ
3       ( )
4■  野  売(口 )``,
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9大城戸 繁 夫(明 )
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・
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2.50年 ぶ りの佐渡中学水泳部

(昭和62年 1月 )

昨年秋の「六 日会」 (佐 渡中学卒 の60歳以上の人の会)で,佐渡中学水泳部

一年先輩の申田雅雄氏,上野一郎氏 と会 った。一緒 に泳 ご うか とい うことにな

り,以来毎週火曜 日に二人で都 ホテルのプールで泳いでいる。50年ぶ りの佐渡

中学水泳部 とい うことである。

都ホテルで

(昭和61.11.14)
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3。  日本閣のプールで

中田さんか ら古い写真 を戴 いたので, ここに載せ る。

昭和34年の夏 と思 う。学生や中田さん と,東中野の 日本閣のプールで泳いだ

時の ものである。

卜 ヽ  ―

■
~

日本間のプールで (昭和34年 )



13.こ の一年

小田晋輔君結婚披露宴

(61.4.19,横浜ホテル・ニュー

グランド)

豊島区体育館現場 (61.3.11)

同二次会 (渋谷)

シ
`

|1攀 熙



13. この一年 69

最長老の藍原氏と             中央 :上野一郎氏 (水泳部一年上,南部社長)

右 :吉田功氏 (荏原商事取締役 )

六日会 (61.5.10,蔵前工業会館)先輩の伊藤孝次氏より

(61.4)

塚
越
君

中
野
君

磐
田
君名古屋市体育館現場

(61.5.16)

ハ

銭
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吉田正志君結婚披露宴

(61.5.18,赤坂プリンスホテル)
11髯犠、



13. この一年 71

宝塚造形美術大学現場

鯖 (61. 5. 19)



72

田中弥寿雄さんの学会賞のお祝い

(61.5。 31,大限会館 )

TELEGRAM
PROF  MATSU:  GEN00 SHINACAWA― くU  KAMi.― OSAKl

4-5-10  ,  1 41  TOKYO        CONGRATULAT1 0NS  AND

BEST  W:SHES  ON  YOUR  BIRTHDAY      FROM  JANOS

AND VERA  NACY

ヤノシ君両親 よりの誕生 日の祝電

(ハ ンガ リーでは長男は父親 と全 く同 じ名前 である)

松
井
源
吾
先
生
の
誕
生
日
パ
ー
テ
イ

六
月
七
日

（土
）
恒
例
の
理
工
学
部
建
築

学
科
松
井
源
吾
教
授
の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
が

目
黒
雅
叙
園
観
光
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
会
は
、
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
先
生

の
誕
生
日
で
あ
る
六
月
二
日
に
近
い
土
曜
日

を
選
び
、松
井
研
究
室
の
卒
業
生
が
集
ま
り
、　
号

お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
に
先
生
が
　
月

下
さ
い
ま
す
随
筆
集

「縞
」
も
今
年
で

「そ
　
靭

の
六
」
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
パ
ー
テ
　
瑯

ィ
に
は
、
昭
和
二
十
七
年
卒
業
の
方
か
ら
、
　

狐

現
在
卒
業
論
文
を
作
成
中
の
四
年
生
ま
で
、
　

昭

約
百
三
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
一判

西
谷
の
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
松
井
先
生
ご
　
陣

自
身
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
市
川
英

一
氏
の
音
　
駆

頭
で
お
祝
い
の
乾
杯
を
行
い
、
歓
談
に
入
り
　
早

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

花
東
贈
呈
、
研
究
室
在
籍
の
大
学
院
生
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
に
ひ
き
つ
づ
き
、
最

後
に
山
地
徹
氏
の
音
頭
で
校
歌
斉
唱
、
山
形

晴

一
氏
に
よ
る
手
締
め
を
行
い
、
松
井
先
生

の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
谷
章
記
）
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市川さんから私の昔の写真 (本書巻末)

をもらう

●■
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後
灘
豊
網

.1,1

ヽ,



13. この一年 75



76

森のおばさん葬儀

行人坂教会 (61.7.31)

|・||||■・111・‐●
=|:‐
警tl妻

_‐麟饉
加茂湖畔 (61.9.14)



13. この一年 77

昭和37年率の会 (61。 10.24,新 宿)

千葉県英和高校体育館現場

(61.11.4)

'1 .イ
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六日会 (61.11.8,蔵前工業会館 )

伊藤孝次氏より

田中輝明君学位論文完成祝

(61.11. 9～ 10,浜松 )

::|||||:111=‐
‐.



13.こ の一年 79

鹿島松井研忘年会

(61.12。 19,赤坂美々卯)

清水松井研若手忘年会

(61。 12.23, わが家 1階 )



著者経歴

大正 9年 6月  佐渡真野に生 る

昭和 2年 4月
～ 81年 3月

真野小学校

昭和 8年 4月
～12`手 8月

佐渡中学校

昭和 13年 4月
～16`年 3月

第一早稲 田高等学院

昭和 16年 4月
～18`午 9月

早稲田大学理工学部

建築学科

昭和 18年 10月

～23`年 9月
早稲田大学大学院

昭和23年 12月  早稲 田大学専任講師

昭和27年 4月  同助教授

早稲 田大学第二理工学部

教務副主任

東京大学生産技術研究所員

(国 内留学 ,

坪井善勝研究室 )

昭和12年 1月 (中学 4年 )

昭和27年 講堂前

(市川英一氏より)

昭和29年 9月
～3■年 9月

昭和31年 4月
～32`年 3月

昭和35年 1月

昭和36年 4月

昭和43年 1月
～44年■2月

昭和43年 5月

工学博士

早稲田大学教授

日本建築学会学術理事

日本建築学会賞 (作品 )



昭和43年 9月
～45年 9月

早稲 田大学理工学部建築学科主任

日本建築センター高層建築物評定委員

早稲 田大学産業技術専修学校建築科主任

日本光弾性学会理事

住宅・ 都市整備公団「 ボイ ドラーメン委」委員長

昭和45年 4月
～56年 3月

昭和 45年 10月

～49年 10月

昭和54年 1月
～現在

昭和 61年 1月
～現在

昭和40年 11月  ミラノ (ド ウモ)

昭和46年 11月  ハワイ



「
1で

ざ
り

，

昭和49年 9月  ライン下り

昭和49年 4月  ローマ (FEAL工場 )

日の丸を揚げてくれた

昭和55年 6月  還暦の祝い (オ ークラ)



縞―その7-

■饉 ……
爛

Iニド

昭和60年 6月 松井研

非売品

発 行  昭和62年 4月  ◎

著  者

製  作

松 井 源 吾

〒141東京都品川区上大崎4-5-10

電 話 03(491)2077

株式会社  土木春秋社

〒151東京都渋谷区代々木2-23-1

電 話 03(370)5020







苺


